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≪特集≫  
観光学術学会第 1 回⼤会 
１．特別講演（⼤橋昭⼀先⽣） 

「観光学⽅法論研究の進展過程 
―ポスト・ディシプリナリー論を中⼼に」 

２．特別講演（⼭⽥良治先⽣） 
「⽇本における観光研究の特徴と課題」 

３．シンポジウム１ 
「観光学の確⽴に向けて」 
（橋本和也先⽣、藤巻正⼰先⽣、安村克⼰先⽣） 

４．シンポジウム２ 
「観光研究と⽂化論的転回」（遠藤英樹先⽣、 

神⽥孝治先⽣、鈴⽊涼太郎先⽣、⼭⼝誠先⽣） 
５．学⽣ポスターセッション 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．⼀般研究報告 
 

 
≪特集≫ 観光学術学会第 1 回
⼤会 
 
 2012 年 7 ⽉ 7 ⽇、および 7 ⽉ 8 ⽇に和歌⼭⼤学にて、
「観光学術学会第 1 回⼤会」が開催されました。特別講演、
シンポジウムには数多くの聴衆が集まり、⼀般研究報告、
学⽣ポスターセッションでは活発な議論が⾒られ、⼤いに
盛り上がりました。観光学術学会 News Letter 第 2 号で
は、この様⼦を皆様にお伝えします。 
 
１．特別講演（⼤橋昭⼀先⽣）「観光学⽅法論研
究の進展過程 ―ポスト・ディシプリナリー論
を中⼼に」 
 
【⽇時】7 ⽉ 7 ⽇ 13:30〜14:10 
【場所】和歌⼭⼤学 G101 
 
 特別講演として、⼤橋昭⼀先⽣(観光学術学会⻑)から
「観光学⽅法論研究の進展過程」と題してご講演をいただ
きました。ご講演では、学際的研究と⾔われるツーリズム
研究について、そもそもディシプリンとは何か、学際的研
究にはどのようなものがあるのか、といったことを膨⼤な
研究を整理して提⽰されました。その上で、ツーリズム研
究はポスト・ディシプリナリーが最適であると指摘されま
した。 
 
 
 

⼤橋昭⼀先⽣ 
 
２．特別講演（⼭⽥良治先⽣）「⽇本における観
光研究の特徴と課題」 
 
【⽇時】7 ⽉ 7 ⽇ 14:10〜14:50 
【場所】和歌⼭⼤学 G101 
 

特別講演として、⼭⽥良治先⽣(和歌⼭⼤学教授)から
「⽇本における観光研究の特徴と課題」と題してご講演を
いただきました。 

⼭⽥良治先⽣ 
 
 
 



ご講演では、⽇本における観光研究の特徴と課題が整理
され、観光学固有の⽅法論が構築されていない点や、国内
に閉じた研究となっている点が指摘されました。 
 また、問題点の指摘だけでなく、「先⾏研究を重視する
こと」、「⾃分、社会、学界の常識を疑うこと」、「⾞の両輪
としての「理論」と「実践」」といった、今後の観光研究
に対する⽰唆に富む提案がなされました。 
 
３．シンポジウム１「観光学の確⽴に向けて」
（橋本和也先⽣、藤巻正⼰先⽣、安村克⼰先⽣）
（コメンテーター：遠藤英樹先⽣、神⽥孝治先
⽣） 
【⽇時】7 ⽉ 7 ⽇ 15:30〜17:30 
【場所】和歌⼭⼤学 G101 
１．観光学の新たな展望 ―なぜいま「観光経験」なのか 
２．「ツーリズムスケープ」 

―観光現象のメタ景観論的解釈 
３． 実践の学としての観光学をめざして 
 

シンポジウム 1 では「観光学の確⽴に向けて」と題して、
⼈類学、地理学、社会学をご専⾨とされている先⽣⽅によ
って、観光学の確⽴について議論がなされました。橋本和
也先⽣(京都⽂教⼤学教授)、藤巻正⼰先⽣(⽴命館⼤学教
授)、安村克⼰先⽣(奈良県⽴⼤学教授)が発表され、コメ
ンテーターとして、遠藤英樹先⽣(奈良県⽴⼤学教授)、神
⽥孝治先⽣(和歌⼭⼤学准教授)が登壇されました。 

観光学の新たな展望についての発表 
 
 発表およびコメンテーターの先⽣⽅とのやりとりの中
では、異分野の研究者間の対話の場の重要性や、観光学の
知識を体系化する必要性、そして、実践の⽬標を共有でき
る可能性などが議論されました。観光学、そして、観光学
術学会の今後のあり⽅が垣間⾒えるシンポジウムとなり
ました。 
 
 

シンポジウム 1 の発表者・コメンテーター 
（右から、橋本和也先⽣、藤巻正⼰先⽣、安村克⼰先⽣、

遠藤英樹先⽣、神⽥孝治先⽣） 
 
４．シンポジウム２「観光研究と⽂化論的転回」
（遠藤英樹先⽣、神⽥孝治先⽣、鈴⽊涼太郎先
⽣、⼭⼝誠先⽣）（コメンテーター：橋本和也先
⽣、藤巻正⼰先⽣） 
【⽇時】7 ⽉ 8 ⽇ 9:00〜11:00 
【場所】和歌⼭⼤学 G101 
１．⽂化論的転回(Cultural Turn)から観光論的転回
(Touristic Turn)へ ―観光を軸とした社会的想像⼒ 
２．⽂化／空間論的転回と観光研究 
３．観光／⽂化／⼈類学のはざまから 
４．旅の終わり、観光の始まり 
―「後期観光」とメディアツーリズムの理論研究にむけて 
 

シンポジウム 2 では「観光研究の⽂化論的転回」と題し
て、主に社会学、地理学、⼈類学の観点から、⽂化論的転
回(Cultural turn)を中⼼に、観光研究の学説史を整理され
ながら、議論が展開されました。遠藤英樹先⽣(奈良県⽴
⼤学教授)、神⽥孝治先⽣(和歌⼭⼤学准教授)、鈴⽊涼太
郎先⽣(相模⼥⼦⼤学准教授)、⼭⼝誠先⽣(関⻄⼤学社会
学部教授)コメンテーターとして、橋本和也先⽣(京都⽂教
⼤学教授)、藤巻正⼰先⽣(⽴命館⼤学教授)が登壇されま
した。 

シンポジウム 2 の発表者・コメンテーター 
（右から、遠藤英樹先⽣、神⽥孝治先⽣、鈴⽊涼太郎先⽣、

⼭⼝誠先⽣、橋本和也先⽣、藤巻正⼰先⽣） 
 



 4 ⼈の先⽣⽅のご発表をきっかけに、コメンテーターや
フロアの先⽣⽅から様々な質問が出て、議論が展開しまし
た。観光学はもちろん、経済学や社会学、⼈類学、地理学
などの観点を含めて議論がなされるという、観光学術学会
ならではの光景で、聴衆には学⽣や若⼿研究者も数多く⾒
られ、先⽣⽅の多⾓的な議論に、観光学の⾯⽩さを改めて
実感していた様⼦でした。 

フロアの先⽣からの鋭い質問 
 
 最後に、フロアからの「若⼿研究者や学⽣に対する期待
や要望があれば」という質問に対して、鈴⽊涼太郎先⽣か
ら「観光学術学会に軸⾜をおいて、様々な視点、⾓度から
研究を進めていって欲しい」というコメントをいただきま
した。 
 
５．学⽣ポスターセッション 
【⽇時】7 ⽉ 7 ⽇ 10:00〜13:00 
【場所】和歌⼭⼤学 T101 
 

学⽣ポスターセッションには、15 組の学⽣がエントリ
ーし、発表をおこないました。 

ポスター発表会場の様⼦ 
 

ポスター発表会場では、普段の研究の成果を学⽣さんが
丁寧に発表をし、参加者の質問に、時折⼝ごもりつつも、
⼀⽣懸命答えていました。発表者同⼠での情報交換も盛ん
になされていました。 

ポスター発表をする学⽣さん 
 
 今回が初めてのポスター発表という学⽣さんは、「論⽂
や書籍でお名前を知っていた先⽣⽅が、実際に⾃分の発表
に対して質問をくださり、アドバイスをいただけました。
なんだか不思議な気分です。とても緊張するけど、勉強に
なり楽しいですね。来てよかった！」と笑顔を⾒せてくれ
ました。 
 審査の結果、以下の 3 点のポスター発表が優秀ポスター
発表賞に選ばれました。おめでとうございます。 
 
梶川⿇⾹「愛媛県喜多郡内⼦町本町商店街における商業構
造の変化―経営者意識に着⽬して」 
⾺淵悠⽣、濱⽥あすか「⽣活者の視点から⾒た重要伝統的
建造物群保存地区の重要性―愛媛県喜多郡内⼦町⼋⽇
市・護国を事例に―」 
堀野涼⼦、⽥⼜あすか、平野⻯司、藤原佳代、⼭根絵美、
⼭本彩佳「JA 農産物直売所における来店者の農業・地場
農産物に対する意識調査結果―⼤阪府岸和⽥市 JA いずみ
の「愛彩ランド」を事例にー」 
 
 優秀ポスター発表賞を受賞した 3 組は、⼤会 2 ⽇⽬の
13:10〜14:00 に開かれた優秀ポスターセッション報告
にて、⼝頭発表をおこないました。 

優秀ポスター発表賞受賞者による⼝頭発表 
 
 学⽣さん達の努⼒の跡がよくわかるしっかりとした発
表に、フロアの先⽣⽅の質問にも熱が⼊ります。質問され



た先⽣の中には、「優秀ポスター発表賞を得た学⽣グルー
プの発表は⾮常にレベルが⾼かった。次回は、⾃分の⼤学
からも学⽣に発表させ、他⼤学の学⽣さんから刺激を受け
てもらいたいと思う」と⾔う⽅もいらっしゃいました。 

発表を聞いた先⽣からの質問 
 
 優秀ポスター発表賞に選ばれた学⽣さんに、今回のポス
ター発表に参加した感想を聞くと、「発表に向けて準備す
る中で学⽣同⼠、お互いの考えを交換することができて良
かった」「⼀⽣懸命研究した成果をこうして認めてもらえ
て、とても嬉しい」といった声が聞かれました。 
 
６．⼀般研究報告 
 ⼀般研究報告は、4 会場でおこなわれ、計 23 件の⼀般
研究報告がなされました。 

⼀般研究報告で質問に答える発表者 
 
 今回、特に若⼿研究者や院⽣の発表が⽬⽴ちました。 
 発表を終えた院⽣に聞くと「普段、⼤学内で発表する時
とは違った観点から、重要な指摘をたくさんいただけた。
博⼠論⽂に活かすとともに、今後『観光学評論』に論⽂を
投稿したいと思っている。」と研究意欲を⾼めていました。 

観光学に関する学会は数多くありますが、学術に特化し
た学会は珍しい状況です。⼤学院⽣にとって、研究成果を
発表し、学術的な議論ができる場が求められていたのでし
ょう。 

終了後は、和歌⼭⼤学⼤学会館の⾷堂で、懇親会がおこな
われました。 

懇親会の様⼦ 
 
 学会の感想が話し合われたり、発表の場では時間の都合
で尽くせなかった議論が随所でなされたり、新たな出会い
が⾒られたりと、今後の学会の発展を予感させる活発な懇
親会となり、観光学術学会第 1 回⼤会は幕を閉じました。 
 
（⽂責：岡本健） 
 


